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まちの話題
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果　

歌
声
・
演
奏
を
披
露

第
33
回
与
論
町
小
中
高
音
楽
発
表
会

11
月
17
日　

砂
美
地
来
館
に
て

鹿
児
島
国
際
大
学 

音
楽
療
法
を
学
ぶ
学
生
に
よ
る

な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト 

in 

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
開
催

11
月
19
日　

与
論
小
学
校
に
て

今
日
か
ら
始
め
よ
う
健
康
へ
の
一
歩

健
康
と
福
祉
を
テ
ー
マ
に
「
ゆ
ん
ぬ
健
康
福
祉
祭
」
開
催

11
月
28
日　

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

ペットボトルを使った健康体操の紹介

手作りの楽器に併せて歌う子どもたち

　

会
場
で
は
、
福
祉
に

関
す
る
展
示
や
健
康
チ

ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
関
係

団
体
に
よ
り
島
の
薬
草

茶
紹
介
や
食
生
活
改
善

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
「
サ
ン
プ
レ
イ
」

代
表
宮
畑
豊
先
生
を
迎

え
て
の
講
話
で
は
、
「
い

つ
ま
で
も
元
気
で
健
康

な
体
を
つ
く
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
常
生

活
の
中
で
簡
単
に
行
え

る
健
康
体
操
を
紹
介
。

来
場
者
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
っ
た
体
操
や
、

ス
ト
レ
ッ
チ
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

小
学
生
の
元
気
な
歌
声
、
中

学
・
高
校
生
の
力
強
い
歌
声
、

吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
思
考
を
凝
ら
し
、
日
ご

ろ
か
ら
練
習
し
て
き
た
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
中
学
・
高
校
合
同

で
の
、
大
地
讃
頌
の
合
唱
は
、

迫
力
あ
る
歌
声
で
客
席
を
魅
了

し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

手話の振り付けをして、歌いました
　

ピ
ア
ノ
や
ド
ラ
ム
に
加
え
、

チ
ュ
ー
バ
や
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

な
ど
普
段
あ
ま
り
目
に
す
る
こ

と
が
な
い
楽
器
を
使
っ
た
演
奏

に
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」
の
演
奏
で
は
、
子
ど
も
た

ち
も
手
話
の
振
り
付
け
に
挑

戦
。
会
場
に
元
気
な
歌
声
が
響

き
ま
し
た
。

第
５
回 

与
論
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ア

第
５
回 

与
論
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ア

　

奏
者
50
名
に
よ
る
、
三
味
線

合
同
演
奏
で
始
ま
っ
た
生
涯
学

習
フ
ェ
ア
は
、
各
種
表
彰
の
あ

と
、
太
鼓
や
舞
踊
、
エ
イ
サ
ー

な
ど
公
民
館
教
室
生
徒
に
よ
る

舞
台
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
、
華
や
か
な

生
け
花
や
染
色
作
品
な
ど
教
室

生
徒
の
作
品
に
加
え
、
子
ど
も

達
の
絵
画
や
作
文
な
ど
数
々
の

力
作
が
並
び
、
来
場
者
は
気
に

な
る
作
品
の
前
で
足
を
止
め
て

は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
講
演
は
、
講
師
に

マ
ル
エ
ー
グ
ル
ー
プ
会
長
有
村

栄
男
氏
を
迎
え
、
「
90
年
間
の

人
生
を
語
る
」
と
題
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

有
村
氏
は
、
「
見
る
・
聞
く
・

学
ぶ
こ
と
は
一
生
涯
大
事
な
こ

と
。
い
く
ら
長
生
き
し
て
も
楽

11
月
21
日
（
日
）
砂
美
地
来
館
に
て

し
み
が
な
い
と
い
け
な
い
。
」

「
与
論
島
は
美
し
い
島
で
す
か

ら
、
今
後
観
光
と
農
業
に
力
を

入
れ
て
豊
か
な
島
に
し
て
く
だ

さ
い
。
」
と
自
ら
の
経
験
を
も

と
に
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
回
初
め
て
の
試

み
と
し
て
行
わ
れ
た
、
ふ
る
さ

と
芸
能
交
流
祭
で
は
、
関
西
与

論
会
牧
美
代
子
さ
ん
に
よ
る
琉

球
古
典
舞
踊
「
綛
か
け
（
か
せ

か
け
）
」
に
は
じ
ま
り
、
各
与

論
会
の
方
々
に
よ
る
見
ご
た
え

あ
る
演
目
が
次
々
と
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
応
え
る
形
で
島
内
各

文
化
団
体
か
ら
も
多
く
の
方
が

出
演
し
、
会
場
を
賑
や
か
に
沸

か
せ
、
今
年
の
生
涯
学
習
フ
ェ

ア
は
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

人
と
自
然
が
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

                           

〜
楽
し
み
・
高
め
合
う
学
び
の
広
が
り
を
め
ざ
し
て
〜

　

公
民
館
教
室
な
ど
の
活
動
発
表
・
講
演
会
を
通
し
、
こ
れ
ま
で
の
学

習
の
成
果
と
今
後
の
在
り
方
を
展
望
し
、
潤
い
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
与
論
町
生
涯
学

習
フ
ェ
ア
。
今
回
は
、
各
地
与
論
会
の
皆
様
を
迎
え
て
の
ふ
る
さ
と
芸

能
交
流
祭
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
一
段
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

特
定
健
診
受
診
率
優
良
集
落
表
彰

　

特
定
健
康
診
査
と
は
、

国
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
の
柱

と
し
て
導
入
さ
れ
た
健

康
診
断
で
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
や
重
症
化
を

予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
与
論
町

に
お
け
る
特
定
健
診
対

象
者
（
病
院
に
て
治
療

中
の
方
を
除
く
）
は
、

１
０
７
２
名
。
そ
の
う

ち
、
特
定
健
診
を
受
診

し
た
の
は
25
・
４
％
で
、

目
標
の
50
％
に
は
及
ば

ず
、
低
い
受
診
率
と
な

り
ま
し
た
。

　

自
分
の
た
め
、
家
族

の
為
に
も
積
極
的
に
健

診
を
受
け
て
、
健
康
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
受
診
率
優
良
集
落
表
彰
が
、

ゆ
ん
ぬ
健
康
福
祉
祭
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
診
率
優
良
集
落
は
朝
戸
集
落
で
す
。

集落名
朝戸
那間
叶
立長
東区
城
茶花
西区
古里
全体

受診率（％）
30.00 
27.34 
27.27 
26.45 
25.93 
25.00 
24.85 
20.00 
19.72 
25.37 

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9

表彰を受ける朝戸集落

■平成 22年度特定健診受診率


